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(3)研 究の概要

石油や石炭 な どの化 石燃料 は、燃焼 に伴 って地球温 暖化 の原因 とな る二酸 化

炭素や有 害な大気 汚染物質 を排 出す る。一方 、水 素は酸素 と結び つ くことで 、

大 きな エネル ギーを放出す るが 、水以外 の廃棄 物は発生せず、非 常 にク リー ン

なエ ネルギー源 として注 目され ている。微生物 の中には、細胞 内の代謝過程 に

伴 って、水素 を発生す る ものがい ることが知 られて いる。特 に、藻類や シア ノ

バ クテ リアな どの光合成微 生物 は、太陽エネル ギー を使 って、水 か ら水 素 を作

る ことが 可能 で あ り、そ の能力 を生物工学的 に高める ことで、水 →水 素→水 と

い う究極 の循環型 ク リー ンエネルギーサイ クル を確立す ることが可能 とな る。

光 合成で は、光化学 系II生 じた強 い酸化力で水 を分解 し、O,とH+が 生成す

る。一方、光化学 系1で は強い還元 力が生 じ、通常、 この還元 力は、二酸化炭

素 の固定 に用 い られ る。本研 究 は、光 化学系1で 生 じる還 元 力の0部 を1ヂ の

還 元 に利 用で きるよ うな 系を持つ光合成微 生物 を自然界か ら選抜 した り、遺伝

子組み換 え技術 を用 いて代謝工学 的に作 りだそ うというもので ある。

本年度は昨年度の研究 を継続 し,次 の研究項目を行った。

①シアノバクテ リアの形質転換系の改良

②水素発生能を持つ光合成細菌か らのフェレドキシンの単離 と精製

③ニ トロゲナーゼ、ヒ ドロゲナーゼの活性中心 ・鉄硫黄 クラスターのESRに

よる解析

④水素発生能を持つ光合成細菌種の単離
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